
鐙
の
決
定
は
出
來
な
い
の
で
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
ま
す
が
、
只

今
氣
象
學
上
等
で
或
る
場
合
に
用
み
て
居
る
程
度
の
位
置

（
何
慶
か
ら
何
度
問
ε
云
ふ
が
如
き
）
位
の
長
考
に
は
多
少
な

る
事
ε
思
ひ
ま
す
、
其
外
親
測
事
項
ε
し
て
は
黒
点
の
敷
、

群
の
敷
、
大
黒
黙
（
孚
影
の
認
め
得
る
程
度
上
の
も
の
を
下

り
に
大
黒
黙
這
す
）
の
撒
↓
及
黒
馬
叉
は
群
の
出
現
個
所
、

光
斑
等
の
事
項
を
毎
日
記
載
し
且
つ
今
迄
は
そ
れ
を
例
の
太

陽
面
の
圖
上
に
ス
ケ
ソ
チ
し
て
來
ま
し
た
、
更
に
珍
し
い
大

黒
黙
は
｝
層
嬢
大
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
來
て
居
り
ま
す
、
第

三
圖
は
去
る
十
二
月
中
旬
頃
出
現
し
セ
有
名
な
大
黒
黙
の
も

の
で
あ
り
ま
す
が
其
鍵
化
の
状
態
等
に
多
少
面
白
い
黙
が
あ

る
か
ご
思
ひ
ま
し
て
藪
に
附
け
加
へ
ま
し
た
。
以
上
は
私
の

槻
測
の
方
．
法
で
從
っ
て
其
薫
製
の
程
度
が
お
解
り
に
な
る
か

ε
思
ひ
ま
す
。
其
親
測
の
．
結
果
は
第
二
報
ε
七
て
改
め
て
御

報
告
致
す
考
へ
で
あ
り
ま
す
。
（
終
）

↓ ●
橿
原
氏
の
ア
ル
ゴ
！
ル
観
測
　
大
阪

今
宮
の
倉
員
橿
原
氏
ば
℃
本
誌
第
十
一
號
の
「
攣
光

星
の
夕
。
へ
」
為
讃
ん
で
、
憂
光
星
の
観
測
な
思
ひ
立

つ
た
。
し
か
る
に
・
手
に
ば
何
の
器
械
も
な
く
、
（
氏

ば
双
眼
鏡
も
持
た
な
い
、
）
星
圖
も
な
く
、
只
時
々

圖
轍
日
戸
へ
行
っ
て
、
必
要
な
臣
出
の
㎜
間
た
宜
側
し
て
、
來
ろ

こ
ε
・
ハ
し
、
毎
夜
非
常
な
非
常
な
熱
心
ピ
勤
勉
ご
た

以
っ
て
、
遂
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
最
小
光
輝
の
時
間
た
見

事
に
畿
見
し
た
ρ
氏
の
報
告
に
柔
れ
ば
、
大
正
十
年

十
二
月
二
十
三
日
の
観
測
は

午
後
愚
答

同同同伺同同
　
　
○
分

八
時
　
五
分

入
時
三
G
分

九
時
一
五
分

九
時
廿
六
分

＋
時
一
二
分

＋
時
五
〇
分

二
・
二
等

二
・
几
等

三
・
二
等

三
・
五
等

三
・
六
等

三
・
一
等

二
・
入
王

で
、
守
れ
為
光
度
曲
線
に
衷
は
し
て
見
る
ε
下
隙
の

如
く
に
な
り
、
一
見
驚
く
べ
き
成
績
で
み
る
こ
ミ
な

知
る
。
（
プ
レ
テ
ン
第
一
二
號
参
照
）
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